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通
俗
天
、
文
講
座
第
二
講
（
綾
）

ぴ
”

太
　
陽
　
の
　
三
軸
　
運
動

（
二
）

理
學
士
　
荒

木

俊

馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
太
陽
の
黄
道
運
動
。
太
陽
が
何
某
か
の
季
節
に
天
球
上
即
ち
恒
星
の
如
何
な
る
位
置
に
あ
る
か
は
直
接
こ
れ
を
知
る
事
は
出
來
な
い
。
如
何

ミ
な
れ
ば
、
太
陽
が
輝
く
所
、
他
の
す
べ
て
の
星
は
其
の
光
を
失
ふ
が
故
に
直
接
に
太
陽
ε
星
ε
を
比
較
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、

前
に
述
べ
た
如
く
太
陽
が
東
の
地
李
線
よ
り
上
る
す
ぐ
前
に
見
え
た
星
群
、
及
び
、
太
陽
か
西
地
の
果
て
に
浸
落
し
た
後
第
一
に
見
え
る
星
の
群
を

観
測
す
る
事
に
よ
っ
て
容
易
に
そ
の
時
季
に
於
け
る
恒
星
に
封
ず
る
太
陽
の
位
置
を
決
定
す
る
事
が
出
黙
る
の
で
あ
，
る
。
古
來
か
く
の
如
き
方
法
に

よ
つ
て
太
陽
の
位
置
が
決
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
其
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
太
陽
は
一
年
間
に
黄
道
（
国
。
ξ
ぎ
）
ミ
名
づ
く
る
天
球
上
の
一
大
圓
に
滑
ふ
て
一
巡
行
す
る
、
面
し
て
春
分
鮎
ミ
秋
分

鮎
ざ
は
こ
の
黄
道
ε
赤
道
霊
の
交
り
で
あ
る
。

　
今
日
の
如
く
天
球
上
の
位
置
を
赤
経
赤
緯
に
依
っ
て
正
確
に
決
定
す
る
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た
昔
に
締
て
は
天
球
上
の
星
を
そ
の
群
に
分
ち
て
、

星
座
な
る
も
の
を
考
へ
た
事
は
諸
君
の
充
分
御
存
知
の
事
で
あ
っ
て
今
薮
に
述
べ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
（
星
座
に
給
す
る
話
は
天
界
第
一
號

に
山
本
需
品
士
の
『
星
座
ε
星
名
に
つ
い
て
』
－
こ
い
ふ
一
篇
が
あ
る
が
こ
れ
は
諸
君
に
良
い
参
考
で
あ
る
ミ
滲
へ
る
）
一
年
間
に
於
け
る
太
陽
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　

も
亦
星
座
を
以
て
示
し
た
。
部
ち
黄
道
に
そ
う
て
十
二
個
の
星
座
を
定
め
こ
れ
を
黄
道
十
二
宮
（
N
o
島
鉾
。
）
ミ
名
づ
け
た
。
第
七
圖
は
黄
道
十
二
宮

を
示
す
。
勿
論
、
黄
蓮
十
二
宮
は
黄
道
に
滑
ふ
て
等
分
に
配
布
さ
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
戸
活
量
に
太
陽
の
あ
る
位
置
は
こ
の
黄
道
十
二
宮

に
あ
て
は
め
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
第
七
圖
を
一
見
す
れ
ば
直
ち
に
之
れ
を
知
る
事
が
出
行
る
檬
に
、
丁
度
春
分
の
日
に
太
陽
は
天
球
上
、
春
分
鮎
に
あ
る
。
そ
う
し
て
春
の
間
は
、
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　　、　國F馳r　nt一　“．　　　　．一　，　一

順
次
白
羊
宮
（
牡
羊
座
鰺
奮
）

金
牛
宮
（
牡
牛
座
、
日
讐
暑
。
。
）
隻

子
宮
（
Ω
①
慧
巳
）
ε
進
み
、
夏
に

入
っ
て
亘
蟹
宮
（
蟹
座
O
碧
。
霞
）

獅
子
宮
（
ピ
①
o
）
虚
女
宮
（
乙
女

座
≦
薦
。
）
、
而
し
て
秋
分
の
日

に
丁
度
秋
分
鮎
を
通
過
し
、
秋

に
入
っ
て
天
秤
宮
（
聞
び
冨
）
天

二
宮
（
蜴
座
D
。
慶
8
邑
。
）
入
編

宮
（
子
牛
座
b
ω
謎
曇
舘
，
凶
話
）
冬

に
入
っ
て
、
磨
錫
宮
（
山
羊
座
、

o
巷
二
8
き
蓋
）
寳
瓶
宮
（
水
瓶
座

b
ρ
壼
該
器
）
讐
魚
宮
（
魚
座
、

固
。
。
。
㊦
。
・
）
ミ
移
り
再
び
春
分
馳

に
來
る
の
で
あ
る
。
故
に
例
へ

ば
太
陽
が
丁
度
亘
蟹
宮
に
あ
り

ε
す
ろ
な
ら
ば
曉
、
太
陽
の
出

る
前
に
東
の
地
李
線
上
に
蔓
子

宮
の
星
々
を
望
む
こ
ミ
を
得
べ

く
，
夕
べ
太
陽
が
沈
ん
で
間
も

な
く
西
の
地
卒
線
上
に
見
え
る

星
は
獅
子
座
の
星
々
で
あ
る
。

五
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山！．，

　
黄
道
十
二
宮
は
以
上
の
如
き
意
味
か
ら
他
の
星
座
に
比
し
て
特
に
屡
々
用
ひ
ら
れ
た
。
で
昔
か
ら
こ
れ
等
の
星
座
を
記
す
る
の
に
特
別
な
符
號
を

用
ひ
た
色
々
な
書
物
に
こ
の
符
號
は
載
っ
て
居
る
の
で
、
藪
に
紹
介
す
る
事
に
し
た
師
第
八
圖
に
示
す
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

黄
・
道
坐
標
。
太
陽
が
天
球
上
の
黄
道
に
滑
ふ
て
巡
行
す
る
は
、
如
何
な

る
原
因
に
基
く
か
。
此
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
地
球
の
太
陽
の
周
園
を
一

年
の
週
期
で
一
・
公
韓
す
る
事
に
よ
っ
て
起
る
現
象
で
あ
る
。
師
ち
第
九
圖

道＋弐宮（算八開）

甲 白羊宮
憲 金牛宮

五 讐子宮

5 　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

､三智
乱 獅ろ熱

々 麺想ご駕

島 天稀宮

町 長蜴尾宮

ず ．ん三宮

鱈 廃錫宮

搬 虜楓嘗

屡L選轄

蕃
い

百
又

融

殊
一

は
此
の
現
象
を
説
明
す
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
鼓
に
無
駄

な
文
宇
を
蓮
ね
る
事
を
さ
け
よ
う
。

　
郎
ち
黄
道
の
大
圓
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
李
面
は
地
球
ε
軌
道
の
箕
面
で
あ
る
。

　
点
者
は
第
一
講
に
締
て
星
の
天
球
上
の
位
置
を
定
め
る
に
赤
道
坐
標
な
る
も
の
を
用
ふ
る
事
を
述
べ
た
が
此
れ
は
赤
道
ε
春
分
黙
ざ
に
よ
り
て
赤

経
ε
赤
緯
ざ
を
定
め
る
方
法
で
あ
っ
た
。
第
七
圖
に
よ
り
て
明
か
な
る
様
に
實
際
黄
道
ε
赤
道
ε
は
繭
致
し
な
い
。
諸
君
の
御
存
知
の
如
く
約
世
三

度
だ
け
尉
い
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
球
の
回
叢
書
が
地
球
の
公
論
面
に
垂
直
に
な
っ
て
居
な
い
事
か
ら
起
る
の
で
あ
っ
て
此
の
事
に
關
し
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て
は
第
三
講
に
於
て
述
べ
た
い
ε
思
．
両
。

　
天
球
上
に
於
け
る
星
の
位
置
を
定
め
る
に
、
赤
道
ミ
春
分
貼
を
標
準
に
ミ
る
か
は
り
に
黄
道
ミ
春
分
粘
ミ
を
標
準
ミ
，
ミ
る
方
法
が
あ
る
、
此
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
り

を
黄
道
坐
標
系
ε
名
づ
け
る
。
赤
道
坐
標
の
揚
合
霊
全
く
同
じ
や
う
に
赤
経
の
か
は
り
に
黄
経
を
、
赤
緯
の
か
わ
り
に
黄
緯
を
用
ひ
る
。

　
天
罷
力
…
學
に
於
て
は
便
利
な
坐
棲
系
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
）

太
陽
時
。
地
球
の
眞
の
一
回
韓
の
時
間
師
ち
一
つ
の
恒
星
が
子
午
線
を
通
過
し
て
か
ら
再
び
同
子
午
線
を
通
過
す
る
ま
で
の
時
間
を
恒
星
q
、
し
名

づ
け
て
こ
れ
を
時
間
の
一
つ
の
輩
位
¶
こ
す
る
事
は
第
一
講
に
於
て
述
べ
た
所
で
あ
る
。
然
る
に
吾
々
の
日
常
生
活
は
す
べ
て
太
陽
に
よ
つ
て
支
配
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
太
陽
の
出
浸
及
南
中
が
生
活
の
栖
準
－
こ
な
る
の
で
あ
る
が
不
幸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
恒
星
の
蓮
行
，
こ
太
陽
の
蓮
行
，
こ
は
前
に
述
べ
た
檬
に
後
者
の
黄
道
運
動
の
霧
め
に
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
の
で
あ
る
。
妓
に
於
て
太
陽
に
よ
る
時
間
の
方
が
｝
般
人
類
の
生
活
に
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
太
陽
が
丁
度
子
午
線
を
通
過
し
て
か
ら
再
び
子
午
線
を
通
過
す
る
迄
．
の
時
間
を
一
日
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
こ
れ
を
太
陽
日
（
ω
o
『
噌
創
ρ
ぐ
）
S
名
付
け
る
。
然
し
な
が
ら
色
々
な
原
因
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
如
く
し
て
定
め
た
一
日
は
一
年
中
日
々
に
極
く
少
し
で
は
あ
る
が
異
な
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
故
に
こ
れ
を
時
間
の
軍
位
ミ
し
て
探
用
す
る
の
は
甚
だ
無
意
味
で
あ
る
。
故
に
吾
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
↓
年
間
に
於
け
る
こ
の
太
腸
日
の
李
均
を
ε
つ
て
こ
れ
を
軍
均
太
陽
日
ミ
名
づ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
即
ち
今
日
吾
々
の
一
般
に
用
ふ
る
所
の
一
日
で
あ
っ
て
，
そ
の
こ
＋
四
分
の
一
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
間
、
夏
に
そ
の
六
十
分
の
一
を
一
分
、
更
に
そ
の
六
＋
分
の
↓
を
一
秒
ε
名
付
け
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
ら
ば
こ
の
太
陽
時
S
恒
星
時
ぐ
』
は
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
。
こ
れ
次
に
論
ぜ
ね
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＋
圖
に
於
て
今
地
球
上
且
の
一
黙
A
が
太
陽
の
方
面
に
向
い
た
ミ
す
る
。
帥
太
陽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
心
ε
A
ミ
地
球
の
中
心
E
ミ
か
一
直
線
上
に
來
た
ミ
考
へ
や
う
。
言
ふ
迄
も
な
く
一
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



260

入

星
日
は
室
間
に
探
し
て
地
球
が
一
廻
冒
す
る
時
間
で
あ
る
か
ら
、
今
前
述
の
地
球
か
ら
丁
度
一
恒
星
日
の
後
を
考
へ
て
見
れ
ば
地
球
上
の
一
戸
A
は

一
廻
害
し
て
a
な
る
馳
に
來
て
る
る
筈
で
あ
る
。
師
ち
E
A
ミ
e
a
霊
は
不
行
に
な
っ
て
居
ら
ね
ば
な
ち
ぬ
。
然
る
に
こ
の
一
恒
星
日
の
間
に
地
球

は
自
身
太
陽
の
周
園
を
善
行
し
て
み
る
。
帥
E
e
な
る
距
離
だ
け
動
い
て
み
る
。
故
に
a
な
る
黙
が
再
び
太
陽
の
眞
下
に
摺
る
憾
め
に
は
、
地
球
は

更
に
角
a
e
S
帥
角
e
S
E
だ
け
蝕
計
に
廻
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
懸
軍
太
陽
目
の
方
が
恒
星
日
よ
り
も
長
い
事
を
藪
に
謹
明
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
卒
均
太
陽
日
ε
恒
星
日
ε
の
關
係
は
吹
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
卒
均
太
陽
日
1
1
一
、
○
〇
二
七
四
恒
星
日
”
二
十
四
時
三
分
五
十
六
秒
五

　
　
　
　
　
　
　
一
恒
　
星
　
日
目
○
、
九
九
七
二
七
李
均
太
陽
日
H
二
十
三
時
五
十
六
分
四
秒
一

士
通
用
ふ
る
一
年
は
太
陽
が
春
分
鮎
か
ら
再
び
春
分
鮎
に
來
る
ま
で
の
時
間
で
あ
っ
て
こ
れ
を
回
蹄
年
ミ
名
づ
け
る
。
一
回
館
年
は
三
百
六
十
六
・

コ
四
温
ニ
恒
星
日
で
あ
っ
て
準
均
太
陽
日
で
あ
ら
わ
せ
ば
三
百
六
十
五
・
二
四
二
二
日
ε
な
る
Q
帥
ち
地
球
は
太
陽
を
一
公
韓
す
る
問
に
太
陽
に
封

し
て
よ
り
も
恒
星
に
封
し
て
の
方
が
一
回
韓
だ
け
飴
分
に
廻
っ
て
居
る
勘
定
で
あ
る
（
第
二
講
完
）

新
刊
紹
介

天
上
の
世
界
（
東
京
市
外
西
大
久
保
四
五
九
、
古
今
書
院
嚢
行
、
定
璽
薗
六
拾
銭
）

故
一
戸
直
面
三
士
の
御
事
稿
を
紳
蝶
理
學
士
が
補
筆
せ
ら
れ
し
も
の
、
は
し
が
き
に

次
い
で
「
天
文
毫
」
か
ら
「
宇
宙
の
構
造
」
迄
十
三
項
に
分
け
て
あ
る
。
本
會
會
員
の
凶
讃

を
勤
む
。


